
寅さん歩 その 26       

東京の主要道路の起点～終点 

春日通り－１ 

                   平野 武宏 

道路名の標識・経路案内標識や標識の数字・その形に興味を持った寅次郎、 

東京の主要道路を起点から終点まで道路標識を頼りに歩いて、各交差点で交差

する道路を学びたいと思いました。不忍通り、白山通りを歩きました。 

今回は春日通りを歩きます。豊島区東池袋一丁目明治通りの六ツ又陸橋交差

点を起点に文京区、台東区を経て終点の墨田区横川五丁目横十間川 栗原橋に

至る延長 11kmの道です。道路には東京都通称道路名と道路法の道路名がありま

す。春日通りとは東京都の通称道路名で、道路法の道路名は起点の道路名標識

（写真右上）を見ると逆おにぎり形の中の 254 で、国道 254 号線です。国道の

道路名標識の色は赤色と知りました。春日通りは国道でスタートし、その後、

都道、墨田区の区道となりますので、3回に分けます。 

今回は起点の豊島区六ツ又陸橋交差点から文京区本郷三丁目交差点までの国

道 254 号線区間を歩きます。この区間は東京メトロ丸ノ内線（以下丸ノ内線）

が春日通りの下を通ります。春日通りの名は三代将軍 徳川家光の乳母で、大

奥制度を築いた春日局に由来します。掲載写真は密を避けた時間帯に撮影した

ものです。最寄駅は交通機関を利用した場合の代表駅です。 

 

バーチャルウォークの途中経過も報告します。 

 

［六ツ又陸橋交差点］豊島区東池袋一丁目 最寄駅 ＪＲ 池袋駅 

 

写真下左は六ツ又陸橋交差点です。写真下右の経路案内標識によると、六ツ又

陸橋交差点は直進する都道 435 号線（護国寺方面）と都道 305 号線（池袋駅東

口、新宿方面）に分かれ、右へ行くと池袋駅西口方面（書かれてありませんが

川越街道の起点）、左は春日通り（国道 254号線）の起点となる重要な交差点で

す。上は首都高速道路が通っています。 

密を避けるため、朝 6時 30分のスタートです。寅次郎の自宅からは歩いて約 30

分で到着出来ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

六ツ又陸橋交差点をスタートすると左側に帝京平成大学（写真下左）がありま

す。「寅さん歩 76 江戸・東京の祭りー７（豊島区の大学祭）」で帝京平成大学

を紹介しています。さらに進むと都電荒川線の線路と交差します（写真下右）。

左右に都電荒川線の向原停留場があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［大塚五丁目交差点］文京区南大塚五丁目 

最寄駅 丸ノ内線 新大塚駅 

 

大塚五丁目交差点（写真下右）の角に丸ノ内線 新大塚駅があります。この辺

りが豊島区と文京区の区境で新大塚駅は文京区です。ここで春日通りは右に曲

がり進みます。左へ行くと豊島区のＪＲ大塚駅方面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



左側に東邦音楽大学（写真下左）があり、その先は大塚三丁目交差点です。 

春日通り沿道には多くの学校がありますが、全部の写真は載せきれないので、 

春日通りに面した学校を寅次郎の独断と偏見で選び、写真を載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［大塚三丁目交差点］文京区大塚三丁目 

  最寄駅 丸ノ内線 茗荷谷駅 

 

写真上右の経路案内標識のように春日通り（国道 254 号線）は大塚三丁目交差

点（写真下左）で不忍通り（都道 437 号線）と交差します。右は富士見坂を下

りて護国寺方面、左は白鷺坂を下りて、その先の猫又坂を上ると巣鴨、千駄木

方面です。春日通りは直進します。右側にお茶の水女子大学正門（写真下右）

があります。構内には附属小・中・高校があり、秋篠宮さまの第一男子 悠仁

親王が中学校で学ばれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お茶ノ水女子大学に並んで跡見学園（写真下左）があります。「明治 8年創立の

跡見学園前」と都営バス内でバス停のアナウンスの後に宣伝のアナウンスがあ

ります。正面は中学・高校で地図を見ると裏に女子大もあるようです。 



その先は丸ノ内線 茗荷谷駅（写真下右）で、駅の裏には拓殖大学があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春日通りを挟んで茗荷谷駅の反対側は東京教育大学（現在の筑波大学）の跡地

が教育の森公園となり、脇には筑波大学東京キャンパス文京校舎、放送大学東

京文京学習センター（写真下左）があり、奥には筑波大附属小学校があります。 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

さらに春日通りを進むと、左側に桜の名所 播磨坂入り口（写真上右）、その先

左側に東京学芸大附属竹早小・中学校、都立竹早高校が並んでいます。その先

は伝通院（でんづういん）前交差点（写真下右）です。 

 

［伝通院前交差点］文京区小石川二丁目  最寄駅 三田線 春日駅 

 

最寄駅は少し離れますが都営地下鉄三田線 

（以下三田線）春日駅です。伝通院前交差点 

（写真下左）は右から来た飯田橋方面からの 

道と交差します。左へ行くと正面に伝通院 

山門（写真下右）があります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

伝通院は徳川家康の生母 於大の方、孫の千姫など徳川家ゆかりの女性の 

墓があり、増上寺に次ぐ德川将軍家の菩提寺です。詳しくは「寅さん歩 48  

健康ご利益めぐりー10 文京区―1 こぼれ話」をご覧ください。 

 

春日通りは直進して富坂上から富坂を下ります。江戸の頃、この坂は木が生い 

繁り、鳶が沢山集まってくることから「鳶坂」といい、いつの頃からか「富坂」

と呼ぶようになったとのことです。坂の途中、右側に中央大学理工学部（写真

下左）、隣に中央大学付属高校があり、その先の文京シビックセンター(写真下

右)が富坂下交差点です。寅さん歩 247 官公庁の食堂めぐりー10 文京区役所

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［富坂下交差点］文京区春日一丁目   最寄駅 三田線 春日駅 

 

富坂下交差点（写真下左）は都道 436 号線の起点で左へ行くと千川通りと呼ば

れ、小石川のこんにゃく閻魔の源覚寺、大塚方面です。右へ行くと丸ノ内線 

後楽園駅、東京ドームです。目の病にご利益がある小石川のこんにゃく閻魔は

「寅さん歩 120 お江戸の閻魔大王―2」をご覧ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

冨坂下交差点の先は春日町交差点で白山通りと交差します。 

 

［春日町交差点］文京区春日一丁目   最寄駅 三田線 春日駅 

 

春日町一帯は 1630年(寛永 7年)三代将軍 徳川家光の乳母 春日局が拝領した

土地で昔は春日殿町と呼ばれましたが、その後、春日町となりました。春日町

交差点（写真下右）で白山通り（都道 301 号線）と交差します。春日町交差点

を右へ行くと水道橋方面、左へ行くと白山、巣鴨方面です。春日通り（国道 254

号線）は直進で真砂坂を上ります。真砂坂は東富坂とも呼ばれ、先ほど下って

きた富坂(西富坂)と区別されました。長い坂を上りながら泉鏡花の「婦系図」

で若い二人（お蔦・主税）の仲を好ましく思わなかった「真砂町の先生」がい

たなと思い出した寅次郎でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真砂坂を上ると左側に文京ふるさと歴史館への案内矢印があり、さらに進むと

桜木神社(写真下左）がありました。見逃しそうな小さな神社ですが、天明年間

(1469～87 年)に太田道灌が江戸城内に創建した菅原道真を祀る神社です。その

後、湯島を経て本郷のこの地に移ってきたとのことです。文京区の歴史は「寅

さん歩 317 東京の博物館めぐりー17 文京区―１」をご覧ください。 



経路案内標識（写真下右）があり、この先は本郷三丁目交差点です。 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

［本郷三丁目交差点］文京区本郷三丁目    

最寄駅 丸ノ内線 本郷三丁目駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上左は本郷三丁目交差点の道路標識です。本郷三丁目交差点(写真上右)で 

直進して来た春日通り（国道 254 号線）は道路名が変わり都道 453 号線になり

ます。交差するのは本郷通り（国道 17号線）で左へ行けばすぐに東京大学赤門、

正門で王子・巣鴨方面、右へ行けば日本橋方面です。道路名標識の色も国道は

赤色、都道はオレンジ色があると知りました。春日通りの下は都営地下鉄 大

江戸線（以下大江戸線）が通ります。文中に登場した坂はＪＶＡ（日本市民ス

ポーツ連盟）のＨＰに掲載の「平野寅次郎のＹＲ散歩 No17文京区の坂 113 ①

湯島ブロック、 No18 ①湯島ブロック-2、No25 ⑥大塚ブロック、No26 ⑦

小石川ブロック-1」をご覧ください。アプリを使って文京区の坂 113 を歩くシ

リーズものです。ＦＷＡのＨＰ表紙のＪＶＡをクリックすると、ＪＶＡのＨＰ

にリンクされます。 

今回はここまでとします。次回は文京区本郷三丁目交差点から台東区厩橋交差

点までの都道区間を歩きます。 



［バーチャルウォーク途中経過］ 

 

八柳修之さん作成の多くのバーチャルウォークコースがＦＷＡホームページ 

「ＹＲ・四季の道」に掲載されています。寅次郎、現在は「弥次さん 喜多さ

んと伊勢参り」のバーチャルウォークです。「一生に一度は伊勢参り」のうたい

文句に誘われ、2005年 1月 29 日～2月 1日開催の「第 1回熱田・伊勢 125キロ

で初詣ウオーク」に参加して愛知県熱田神宮から三重県伊勢神宮まで歩きまし

たが、今回は日本橋から東海道五十三次を歩いて四日市日永追分から伊勢街道

に入る、二回目の伊勢参りです。2021年 9月 27 日、日本橋を出立、11 月 5日、

遠江国（現在の静岡県）浜松宿（日本橋から 252ｋｍ）に到着しました。 

同行の弥次さん、喜多さんと名物のうなぎを食べて道中の疲れを癒します。 

 

緊急事態宣言は 2021年 10月 1日から解除されましたが、新型コロナウイルス

感染拡大の収束にはまだ少し時間がかかりそうです。例会が再開されましたが、

毎日の運動不足対策にはマイお散歩コースを見つけ、その歩いた距離を累計し

て楽しむバーチャルウォークを始めませんか。 

毎日の歩いた距離をコースシート上のマスを色塗りして進むバーチャルウォー

クはやりがいがあります。今回の伊勢参りのコースシートは弥次さん、喜多さ

んの道中ばなし付きです。ＦＷＡのＨＰ「ＹＲ・四季の道」の「バーチャルウ

ォークコーナー」は各コースが紹介され、各コースシートが印刷できます。 

また「ひとり歩きコーナー」には地図付きの各コースがありますので選んで印

刷して利用ください。歩く際は密閉・密集・密接の密にならないよう、又それ

以外の感染対策を怠らないようにお願いします！ 

 

平野 寅次郎 拝 

   

 


